
会合記録

( )内は出席者数

庶務幹事会 6 月 4 日(月) (6) 

編集委員会 6 月 8 日(金) (13) 

研究普及委員会 6 月 14 日(木) (12) 

会員増強タスタフォース

6 月 15 日(金) (2) 

庶務理事会 7 月 2 日(月) (2) 

会員増強タスタフォース /1 (8) 

IAOR委員会 7 月 5 日(木) (2) 

編集委員会 7 月 6 日(金) (15) 

月例講演会(本部)

7 月 11 日(水) (23) 

理事会 7 月 12 日(本) (12) 

『オペレーションズ・リサーチ』誌

編集委員会

昭和54年度はつぎのメンパーによ

って機関誌の編集を行なうことにな

りました.読者・会員諸氏のご協力

をお願し、し、たします.投稿，提案等

ございましたら各担当者または事務

局にご連絡ください.

・総括

(委員長) 高橋聖書郎(筑波大学・社

会工学系)

(副委員長) 森清秀(電力中央研

解説

(委員) 小林竜一

事例研究

(委員)太田正樹城信雄

講演

(委員) 武田俊男

究所・情報処理研究所) トップのページ・広告

(副委員長) 成久洋之(防衛大学校 (委員) 守江治夫(日本科学技術研

-社会科学教室) 修所)

・特集企画 フォーラム・ ORサロン・学会ニコ

(委員)太田正樹(早稲田大学・シ ース，支部，部会だより

ステム科学研究所委員) 平本 巌(日本科学技術研

小林竜一(立教大学・理学部) 修所)

成田俊男(日本アイ・ビー・エム) 山内偵二(日本放送協会)

和合 肇(筑波大学・社会工学系幹事) 荒木勉(早稲田大学大学院)

吹田八十五(筑波大学・社会工学:

系)

川嶋弘尚(慶応義熱大学管理工学

科)

城信雄(日本総合技術研究所)

総合報告

(委員) 成久n之，川附弘尚

前場博一"

文献・論文紹介

(委員) 野末尚次(日本国有鉄道鉄

道技術研究所)

和合肇 安田八十五

(幹事) 姶浦存樹(早稲田大学大学

院)

V編集後記東京サミットもほとぼりのさめた頃て1主あ されました.ホットニュースとして，高橋幸雄氏から総

りますが， I国際関係J は今後ますます重要になりつつ 括的なご報告を執筆していただきました.また坂本実氏

ある現在，本号の特集はある意味でタイミングを得たも のソビエトのOR関係の教育機関訪問のご紹介など，い

のと言えるでしょう. ずれも日本のOR ワーカーの国際的な活躍の一端を示す

この特集企画Iはまだ前委員の方々のものでしたが，原 記事として当を得たものとなりました.

稿の催促，収集，チェックは当委員会の担当で、した. r国 また本号には， r事例を豊富に」としづ会員読者の方

際体系論の基礎j で有名な関寛治先生にコーディネー夕 方からのご要望に答えて 2 つの事例をのせることがで

を依頼してあったわけですが，先生の急な沖縄出張など きました.今後とも少なくとも l つ事例をのせてゆこう

ご多忙なところ，ぎりぎりの線で大変なご無理をお願し、 としづ方針で、鋭意努力して面白し、事例を集めております

して原稿を間に合せていただきました. が，読者の方々からもよい事例がありましたら奮ってご

国際化に関連して 6 月にハワイで TIMS 国際会議 投稿推薦していただくことを切にお願L 、し、たします.

が開かれ， 日本からも多くのOR ワーカーの方々が参加
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